
東
ひがしあがつままち

吾妻町の偉
い じ ん

人 聖
せいちじゅんれい

地巡礼マップ
岩
い わ し ま ち く だ い ひ ょ う

島地区代表

　　　小
こばやし

林　宗
そうさく

作

原
は ら ま ち ち く だ い ひ ょ う

町地区代表

　　　石
いしざか

坂　荘
そうさく

作

東
あづまちくだいひょう

地区代表

　　岡
おかのぼり

上　景
かげよし

能

坂
さ か う え ち く だ い ひ ょ う

上地区代表

　　加
か べ や す ざ え も ん

部安左衛門

町
まち

が誇
ほこ

る偉
い じ ん

人は、まだまだ

たくさんいます。

聖
せいちじゅんれい

地巡礼して、その功
こうせき

績を

たどってみませんか。

小林宗作物語は、緑の表紙から左開きでお読みください。 石坂荘作物語は、青の表紙から右開きでお読みください。

『一
い ち か べ

加部、二
に さ わ

佐羽、三
さんすずき

鈴木」と上
じょうしゅう

州の三
さんだいじん

大尽に

数
かぞ

えられました。特
とく

に、７代
だいやすざえもん

安左衛門重
しげさね

実、

８代
だいやすざえもん

安左衛門光
みつしげ

重は商
しょうばい

売に成
せいこう

功し、天
てんめい

明３年
ねん

の浅
あさまやまふんか

間山噴火では多
た が く

額の援
えんじょ

助を行い、被
ひ さ い

災し

た人
ひと

たちを救
すく

いました。

岩
い わ い

井の田
た な か け

中家は江
え ど じ だ い

戸時代の名
みょうしゅ

主で、両
りょうのすけ

之介の７

代
だいまえ

前の八
や へ い

兵衛は岩
い わ い

井の背
せいたかじぞう

高地蔵を建
こんりゅう

立した人
ひと

です。両
りょうのすけ

之介は、困
こんきゅう

窮する農
のうみん

民を救
すく

うために

建
けんぱくしょ

白書を書
か

きました。戦
せ ん ご

後の農
のうちかいほう

地解放を幕
ばくまつ

末に

訴
うった

えた、先
せんけん

見の明
めい

のあった人
じんぶつ

物です。

江
え ど じ だ い

戸時代の名
めいだいかん

代官で岡
おかざき

崎に陣
じ ん や

屋がありまし

た。新
しんでんかいはつ

田開発に取
と

り組
く

み、榛
は る な こ

名湖から流
りゅうしゅつ

出

する沼
ぬまおがわ

尾川から水
みず

を引
ひ

き、岡
おかのぼりようすい

上用水を通
つうすい

水し

ました。また、岩
いわくぼかんのん

久保観音は、父
ちち

甚
じ ん う え も ん

右衛門が

建
こんりゅう

立、景
かげよし

能が再
さいけん

建したと伝
つた

わります。

加部安左衛門
関係遺跡

大運寺（加部
安一族の墓）

仙人窟
P

P
WC

大戸関所跡

忠治地蔵

忠治とまどいの松

岩櫃山

岩島駅

トモエ学園疎開地

小林宗作開墾地

矢倉駅

郷原駅

群馬
原町駅
（にんぱく）

福田屋旅館

　善導寺
（石坂荘作の墓）

顕徳寺
（新井愼齋の墓）

朝陽堂
（山口六平生家）

背高地蔵
WC

WC

WC

WC
（子ども達が
遊んだ川原）

（トモエ学園の保
護者が疎開した）

箱島湧水

蛍生息地

道の駅
あがつま峡

P
WC

知
し

られざる忍
にんじゃ

者の里
さと

町
まち

には忍
にんじゃ

者が活
かつやく

躍した痕
こんせき

跡がたくさん。

忍
にんじゃ

者をコンセプトとした道
みち

の駅
えき

あがつ

ま峡
きょう

や忍
にんじゃ

者ミュージアム（にんぱく）

もあります。

四季おりおり
の自然も見所
満載！

太
お お た ち く だ い ひ ょ う

田地区代表

　　田
た な か

中　両
りょうのすけ

之助
藤井屋
（岩櫃餅）

親水公園の水仙畑と桜並木

岩櫃山

箱島湧水

須賀尾の菖蒲畑

あなたの住む地区にはど

んな偉人がいましたか。

榛名湖と榛名山

吾妻渓谷

建設中の上信道自動車道は省略しています。（令和 11 年完成予定）

榛名湖

八ッ場ダム

岩久保観音
おかのぼり

公園
代官岡上父子頌徳碑


